
         遠

回

り

な

人

生

を

君

と

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ

う

ほ 

       



登

場

人

物

 

 

杉

本

未

央

（

１

２

）

（

１

５

）

‥

中

学

３

年

生

 

北

野

翼

（

１

２

）

（

１

５

）

‥

中

学

３

年

生

 

森

田

大

輔

（

１

５

）

‥

中

学

３

年

生

 

木

橋

先

生

‥

未

央

と

翼

の

担

任

教

師

 

石

梨

先

生

‥

未

央

が

通

う

バ

レ

エ

教

室

の

先

生

 

利

用

者

Ａ

～

Ｃ

‥

中

央

図

書

館

の

利

用

者

 

女

子

生

徒

Ａ

、

Ｂ

‥

未

央

と

翼

の

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

 

図

書

館

職

員

‥

中

央

図

書

館

の

職

員

 

中

学

校

の

先

生

‥

森

田

の

担

任

教

師

 

         



 

 

 

1 

〇

中

央

図

書

館

・

外

観

（

夕

）

 

 
 

 

Ｔ

「

１

９

９

８

年

・

３

月

」

 

ク

リ

ー

ム

色

で

３

階

建

て

の

建

物

。

 

空

は

厚

い

雲

で

覆

わ

れ

て

い

る

。

 

正

面

玄

関

は

ガ

ラ

ス

張

り

の

自

動

ド

ア

。

 

ド

ア

の

横

に

「

中

央

図

書

館

」

と

書

か

れ

た

看

板

が

あ

る

。

 

正

面

玄

関

の

端

に

は

時

計

と

公

衆

電

話

が

あ

る

。

 

 

〇

同

・

駐

輪

場

（

夕

）

 

 
 

 

入

口

に

「

中

央

図

書

館

駐

輪

場

」

と

書

か

れ

た

小

さ

な

看

板

が

あ

る

。

 

強

い

風

が

吹

い

て

、

落

ち

て

い

た

葉

が

舞

う

。
 

雨

が

降

り

始

め

て

、

一

瞬

で

大

雨

に

な

る

。

 

駐

輪

場

の

中

か

ら

、

杉

本

未

央

（

１

２

）

が

自

転

車

を

押

し

な

が

ら

飛

び

出

し

て

く

る

。

 

 

〇

同

・

正

面

玄

関

の

端

（

夕

）

 

 
 

 

未

央

は

軒

下

に

自

転

車

を

停

め

る

。

雨

の

勢



 

 

 

2 

い

が

更

に

強

く

な

る

。

 

 
 

 

未

央

、

背

負

っ

て

い

た

リ

ュ

ッ

ク

を

地

面

に

置

く

。

リ

ュ

ッ

ク

を

開

け

る

。

 
 

未

央

「

良

か

っ

た

。

濡

れ

て

い

な

く

て

」

 

未

央

、

た

め

息

を

吐

く

。

眼

鏡

に

付

い

た

水

滴

を

拭

う

。

 

未

央

の

服

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

、

図

書

館

の

貸

出

カ

ー

ド

が

落

ち

る

。
 

カ

ー

ド

に

「

杉

本

未

央

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

未

央

「（

空

を

睨

み

つ

け

な

が

ら

）

雨

が

降

る

の

は

、

夜

遅

く

に

な

っ

て

か

ら

だ

ろ

う

―
―

―

」

 

未

央

、

カ

ー

ド

を

拾

う

。

 

 

〇

同

・

館

内

の

貸

出

カ

ウ

ン

タ

ー

前

（

夕

）

 

近

く

に

あ

る

窓

に

、

雨

が

強

く

叩

き

つ

け

ら

れ

て

い

る

。

 

貸

出

カ

ウ

ン

タ

ー

の

前

に

、

数

人

の

利

用

者

が

並

ん

で

い

る

。

 

北

野

翼

（

１

２

）

が

列

の

先

頭

に

い

て

、

窓

の

外

を

見

て

い

る

。

 



 

 

 

3 

翼

「

土

砂

降

り

だ

な

」

 

 
 

 

翼

、

顔

を

正

面

に

戻

す

。

 

翼

の

順

番

に

な

る

。

 

図

書

館

の

職

員

、

本

に

ス

タ

ン

プ

を

押

す

。

本

を

翼

に

差

し

出

す

。

 

翼

、

本

を

受

け

取

る

。

職

員

に

対

し

て

無

言

で

頭

を

下

げ

る

。

身

体

の

向

き

を

変

え

て

歩

き

出

す

。

 

翼

「

傘

を

持

っ

て

き

て

良

か

っ

た

」
 

 
 

 

翼

、

顔

を

下

に

向

け

る

。

 

館

内

に

「

蛍

の

光

」

と

、

閉

館

を

知

ら

せ

る

館

内

放

送

が

流

れ

る

。

 

 

〇

同

・

正

面

玄

関

の

端

（

夕

）

 

 
 

 

雨

が

強

く

降

っ

て

い

る

。

 

雨

水

が

雨

ど

い

を

大

量

に

流

れ

、

（

濁

流

の

よ

う

に

な

っ

て

）

排

水

溝

に

吸

い

込

ま

れ

て

い

く

。

 

公

衆

電

話

を

利

用

者

Ａ

が

使

っ

て

い

て

、

大

き

な

声

で

喋

っ

て

い

る

。

 



 

 

 

4 

未

央

、

利

用

者

Ａ

を

横

か

ら

見

て

い

る

。

 

利

用

者

Ａ

「

と

に

か

く

、

早

く

迎

え

に

来

て

！

」

 

 
 

 

利

用

者

Ａ

、

受

話

器

を

叩

き

つ

け

る

よ

う

に

 

置

く

。

中

か

ら

出

て

き

た

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

を

強

引

に

取

る

。

 

未

央

、

髪

を

撫

で

る

よ

う

に

触

る

。

拳

を

ギ

ュ

ッ

と

強

く

握

る

。
 

未

央

「

早

く

帰

り

た

い

の

に

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

近

く

に

あ

る

時

計

に

目

を

移

す

。

 

 
 

 

時

計

の

針

は

１

６

時

５

５

分

を

指

し

て

い

る

。

 

利

用

者

Ｂ

と

Ｃ

が

館

内

か

ら

出

て

く

る

。

外

に

出

る

と

空

を

見

上

げ

る

。

 

利

用

者

Ｂ

「

凄

い

雨

だ

な

」

 

利

用

者

Ｃ

「

傘

を

持

っ

て

き

て

良

か

っ

た

」

 

 
 

 

利

用

者

Ｂ

と

Ｃ

、

手

に

持

っ

て

い

た

傘

を

開

く

。

歩

き

始

め

る

と

未

央

の

方

に

顔

を

向

け

る

。

 

 
 

 

未

央

、

反

射

的

に

目

を

逸

ら

す

。

唇

を

噛

み

し

め

る

。

 

 



 

 

 

5 

〇

同

・

正

面

玄

関

（

夕

）

 

 
 

 

時

計

の

針

が

１

６

時

５

９

分

を

指

し

て

い

る

。

 

翼

が

手

に

ビ

ニ

ー

ル

傘

を

持

ち

な

が

ら

、

館

内

か

ら

出

て

く

る

。

 

翼

、

３

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

離

れ

た

場

所

に

い

る

未

央

の

こ

と

を

見

る

。

 

未

央

と

翼

は

２

秒

ほ

ど

見

つ

め

合

う

。

 

翼

、

視

線

を

外

す

。

傘

を

開

い

て

歩

き

出

す

。

 

未

央

、

頬

を

膨

ら

ま

せ

る

。

踵

を

上

げ

て

つ

ま

先

立

ち

に

な

る

。

 

未

央

Ｍ

「

期

待

な

ん

て

し

て

い

な

い

よ

。

そ

の

方

が

 

ダ

メ

ー

ジ

は

少

な

い

か

ら

ね

」

 

翼

、

５

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

進

ん

だ

所

で

立

ち

止

ま

る

。

顔

を

半

分

だ

け

後

ろ

に

向

け

る

。

 

未

央

、

大

き

な

た

め

息

を

吐

く

。

踵

を

ゆ

っ

く

り

と

元

に

戻

す

。

 

翼

Ｍ

「

そ

の

た

め

息

は

、

は

っ

き

り

言

っ

て

迷

惑

だ

 

っ

た

。

早

く

帰

り

た

い

の

に

、

そ

ん

な

こ

と

を

す

 

る

な

よ

。

僕

は

そ

う

思

っ

て

い

た

」

 

 
 

 

１

７

時

の

チ

ャ

イ

ム

が

周

囲

に

響

き

渡

る

。

 



 

 

 

6 

 
 

 

未

央

、

顔

を

下

に

向

け

る

と

目

を

閉

じ

る

。

 

翼

、

未

央

の

肩

を

２

回

叩

く

。

 

翼

「

使

う

？

」

 

 
 

 

未

央

、

顔

を

上

げ

る

。

驚

い

た

表

情

で

翼

の

こ

と

を

見

つ

め

る

。

 

翼

Ｍ

「

多

分

、

気

持

ち

は

顔

に

出

て

い

た

と

思

う

。

 

イ

ラ

イ

ラ

し

た

感

情

を

抑

え

な

が

ら

、

そ

の

時

の

僕

は

そ

う

言

っ

た

」

 

翼

、

（

無

表

情

で

）

傘

を

未

央

に

突

き

出

す

。

 

翼

「

こ

の

傘

、

使

っ

て

い

い

よ

」

 

 
 

 

未

央

、

口

が

半

開

き

。

身

体

は

固

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

翼

、

苦

笑

す

る

。

 

翼

「

傘

が

な

く

て

困

っ

て

い

る

の

な

ら

、

こ

れ

を

使

 

い

な

よ

。

俺

は

家

ま

で

走

れ

ば

１

分

で

着

く

か

ら

」

 

未

央

「

…

…

い

い

の

？

」

 

翼

「

大

丈

夫

だ

よ

。

こ

ん

な

安

物

の

こ

と

は

気

に

し

 

な

く

て

」

 

未

央

「

で

も

―
―

―

」

 

翼

「

雨

は

ま

だ

止

ま

な

い

と

思

う

よ

」

 



 

 

 

7 

 
 

 

翼

、

空

を

見

上

げ

る

。

 

未

央

「

あ

、

あ

り

が

と

う

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

ゆ

っ

く

り

と

傘

の

柄

を

握

る

。

 

 
 

 

翼

、

傘

か

ら

手

を

離

す

。

軽

く

息

を

吸

い

込

 

む

。

 

未

央

、

傘

を

持

つ

手

が

震

え

て

い

る

。

 

翼

、

未

央

に

背

中

を

向

け

る

。

走

り

な

が

ら

図

書

館

か

ら

出

て

い

く

。

 

未

央

、

視

線

を

手

元

に

向

け

る

。

 

傘

の

柄

に

「

第

１

小

 

６

年

２

組

 

北

野

翼

」

 

と

、

マ

ジ

ッ

ク

ペ

ン

で

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

Ｔ

「

２

０

０

０

年

・

４

月

」

 

〇

南

台

中

学

校

・

外

観

（

朝

）

 

 
 

 

４

階

建

て

の

白

色

の

建

物

。

 

正

門

に

「

南

台

中

学

校

」

と

書

か

れ

た

看

板

が

あ

る

。

 

学

校

に

沿

っ

て

桜

の

木

が

植

え

ら

れ

て

い

る

。

 

満

開

の

桜

が

風

で

揺

れ

て

、

花

び

ら

が

舞

う

 

 



 

 

 

8 

〇

同

・

３

年

生

の

教

室

前

の

廊

下

（

朝

）

 

 
 

 

廊

下

の

壁

に

名

簿

が

貼

ら

れ

て

い

る

。

 

名

簿

の

周

り

に

生

徒

た

ち

が

集

ま

っ

て

い

る

。

 

廊

下

の

端

に

は

階

段

と

ト

イ

レ

が

あ

る

。

 

北

野

翼

（

１

５

）

が

リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

い

な

が

ら

、

階

段

を

上

が

っ

て

く

る

。

 

森

田

大

輔

（

１

５

）

が

ト

イ

レ

か

ら

出

て

き

て

、

翼

に

気

付

く

と

話

し

掛

け

る

。

 

森

田

「

北

野

、

遅

い

ぞ

」

 

翼

「

ま

だ

５

分

あ

る

だ

ろ

う

？

 

朝

練

の

無

い

日

く

ら

い

ゆ

っ

く

り

さ

せ

ろ

よ

」

 

 
 

 

翼

、

名

簿

の

前

に

集

ま

る

生

徒

た

ち

を

見

つ

め

る

。

 

翼

「

森

田

、

お

前

は

何

組

？

」

 

森

田

「

俺

は

Ｂ

組

。

お

前

は

Ｃ

組

だ

よ

」

 

翼

「

…

…

残

念

だ

な

。

も

う

一

度

お

前

と

同

じ

ク

ラ

ス

に

な

り

た

か

っ

た

の

に

」

 

 
 

 

森

田

、

ニ

ヤ

ッ

と

笑

う

。

翼

の

こ

と

を

見

つ

め

る

。

 

森

田

「

ち

な

み

に

、

Ｃ

組

の

担

任

は

木

橋

先

生

だ

」

 



 

 

 

9 

翼

「

…

…

担

任

と

部

活

の

顧

問

が

同

じ

と

い

う

の

は

、

 

 

流

石

に

し

つ

こ

い

な

」

 

森

田

「

諦

め

ろ

よ

。

人

生

は

そ

う

い

う

も

の

だ

」

 

森

田

、

翼

の

肩

を

２

回

叩

く

。

Ｂ

組

の

教

室

に

入

る

。

 

翼

、

苦

笑

い

す

る

。

森

田

を

見

送

る

と

Ｃ

組

の

教

室

に

入

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

（

朝

）

 

 
 

 

生

徒

が

３

０

人

ほ

ど

い

る

。

 

教

室

の

中

は

騒

が

し

い

。

 

黒

板

に

「

３

年

Ｃ

組

座

席

表

」

と

書

か

れ

た

紙

が

貼

ら

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

翼

は

手

に

息

を

吹

き

か

け

な

が

ら

、

教

室

の

中

に

入

る

。

黒

板

の

前

ま

で

移

動

し

て

、

座

席

表

を

見

る

。

 

翼

「

俺

の

席

は

―
―

―

」

 

座

席

表

の

廊

下

側

か

ら

２

列

目

、

前

か

ら

４

番

目

に

「

北

野

翼

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

そ

の

後

ろ

に

は

「

杉

本

未

央

」

と

書

か

れ

て

い



 

 

 

10 

る

。

 

翼

、

振

り

返

っ

て

自

分

の

席

を

見

る

。

 

翼

「

あ

の

席

か

―
―

―

」

 

 
 

 

翼

の

席

の

右

隣

に

は

女

子

生

徒

Ａ

、

前

の

席

に

は

女

子

生

徒

Ｂ

、

後

ろ

の

席

に

は

杉

本

未

央

（

１

５

）

が

座

っ

て

い

る

。

 

未

央

は

小

学

生

の

時

と

違

っ

て

、

コ

ン

タ

ク

ト

レ

ン

ズ

を

着

用

し

て

い

る

。

 

 
 

 

翼

、

自

分

の

席

に

座

る

と

肩

を

す

ぼ

め

る

。

 

 
 

 

未

央

、

本

を

読

む

仕

草

を

し

て

い

る

。

一

瞬

だ

け

翼

を

見

る

と

視

線

を

元

に

戻

す

。

 

女

子

生

徒

Ａ

「

北

野

君

お

は

よ

う

。

ま

た

一

緒

の

ク

ラ

ス

だ

ね

」

 

翼

「（

よ

そ

よ

そ

し

く

て

、

怯

え

た

よ

う

な

態

度

で

）

 

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

 

す

―
―

―

」

 

 
 

 

翼

、

膝

に

手

を

置

く

。

女

子

Ａ

と

Ｂ

に

笑

顔

を

向

け

る

。

 

女

子

生

徒

Ｂ

「

今

日

は

い

つ

も

よ

り

遅

い

け

ど

、

陸

 

 

上

部

の

朝

練

は

無

い

の

？

」
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翼

「

う

ん

。

始

業

式

の

日

は

い

つ

も

無

い

よ

」

 

 
 

 

翼

、

女

子

Ｂ

に

軽

く

頭

を

下

げ

る

。

後

ろ

の

 

席

に

座

っ

て

い

る

未

央

を

一

瞬

だ

け

見

る

。

 

 
 

 

未

央

、

本

を

ゆ

っ

く

り

と

前

に

倒

す

。

 

未

央

Ｍ

「

２

年

前

、

図

書

館

で

傘

を

譲

っ

て

く

れ

た

男

の

子

。

彼

が

同

じ

中

学

校

の

同

級

生

だ

と

い

う

こ

と

に

、

私

は

１

年

生

の

時

か

ら

気

付

い

て

い

た

」

 

未

央

、

顔

を

上

げ

て

翼

の

背

中

を

見

つ

め

る

。

 

未

央

Ｍ

「

だ

け

ど

、

ク

ラ

ス

や

部

活

が

違

っ

た

か

ら

話

し

掛

け

る

切

っ

掛

け

が

無

か

っ

た

。

近

く

に

い

る

の

に

、

私

は

一

度

も

翼

と

話

を

下

こ

と

が

無

く

て

、

彼

も

私

に

声

を

掛

け

て

く

れ

な

か

っ

た

」

 

 
 

 

未

央

、

本

で

顔

を

覆

う

。

 

 

〇

同

・

外

観

 

 
 

 

空

は

厚

い

雲

で

覆

わ

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

強

い

風

が

吹

い

て

、

木

々

が

揺

れ

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

 

生

徒

た

ち

は

少

し

緊

張

し

た

面

持

ち

。

全

員
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が

前

に

あ

る

黒

板

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

木

橋

先

生

、

（

睨

む

よ

う

な

表

情

で

）

生

徒

た

ち

を

見

回

す

。

 

木

橋

先

生

「

先

生

は

く

じ

引

き

で

席

を

決

め

た

か

っ

た

け

ど

、

あ

な

た

た

ち

を

信

用

し

て

自

由

に

し

ま

す

。

授

業

中

に

騒

い

で

い

た

ら

、

す

ぐ

に

元

に

戻

す

か

ら

ね

」

 

生

徒

た

ち

「

は

い

！

」

 

 
 

 

生

徒

た

ち

は

大

き

な

声

で

返

す

。

 

 
 

 

未

央

、

頬

杖

を

つ

い

て

い

る

。

口

を

小

さ

く

動

か

す

。

 

未

央

「

や

れ

や

れ

―
―

―

」

 

生

徒

た

ち

は

一

斉

に

立

ち

上

が

る

。

笑

顔

に
 

な

っ

て

動

き

出

す

。

 

未

央

、

席

に

座

っ

た

状

態

で

周

囲

を

見

る

。

 

翼

、

ゆ

っ

く

り

と

立

ち

上

が

る

。

窓

の

方

に

 

移

動

す

る

。

 

未

央

「（

翼

を

目

で

追

い

な

が

ら

）

あ

―

、

残

念

」

 

 
 

 

未

央

、

深

呼

吸

を

す

る

。

 

 
 

 

翼

、

窓

の

近

く

で

空

い

て

い

る

席

を

探

し

て



 

 

 

13 

い

る

。

 

未

央

、

机

に

手

を

つ

い

て

立

ち

上

が

ろ

う

と

す

る

。

中

腰

の

姿

勢

で

止

め

て

元

に

戻

る

。

 

翼

、

近

く

に

い

る

男

子

生

徒

と

話

し

て

い

る

。

 

未

央

、

翼

を

目

で

追

う

こ

と

を

や

め

る

。

 

未

央

の

周

り

に

生

徒

た

ち

が

集

ま

り

始

め

る

。

 

翼

が

座

っ

て

い

た

席

に

男

子

生

徒

が

座

り

、

別

の

男

子

生

徒

を

手

招

き

し

て

呼

ぶ

と

、

未

央

の

周

り

が

騒

が

し

く

な

る

。

 

未

央

、

小

さ

く

た

め

息

を

吐

く

。

立

ち

上

が

る

。

 

木

橋

先

生

、

腕

組

み

を

し

て

い

る

。

黒

板

の

 

上

に

掛

け

ら

れ

て

い

る

時

計

を

見

る

。

 

木

橋

先

生

「

早

く

し

な

さ

い

。

下

校

が

遅

く

な

る

わ

よ

」

 

未

央

、

最

前

列

の

席

に

移

動

す

る

。

 

未

央

の

右

隣

の

席

は

空

い

て

い

る

。

 

未

央

「（

小

声

で

）

早

く

終

わ

れ

よ

」

 

未

央

、

頬

杖

を

つ

く

。

 

未

央

「

何

処

に

行

っ

た

の

か

な

―
―

―

」
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未

央

が

窓

の

方

へ

顔

を

向

け

る

と

、

翼

が

視

線

の

先

を

横

切

る

。

 

 
 

 

翼

、

未

央

の

右

隣

席

の

前

に

立

つ

。

未

央

の

方

へ

顔

を

向

け

る

と

席

を

指

差

す

。

 

翼

「

こ

の

席

、

…

…

空

い

て

い

ま

す

か

？

」

 

未

央

「

う

、

う

ん

。

空

い

て

い

る

よ

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

が

う

な

ず

く

と

、

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

っ

て

教

室

の

中

に

響

き

渡

る

。

 

 
 

 

翼

、

席

に

座

る

。

 

 
 

 

未

央

、

顔

を

下

に

向

け

る

。

 

木

橋

先

生

「

全

員

決

ま

っ

た

み

た

い

ね

。

は

い

、

今

 

日

は

こ

れ

で

終

わ

り

。

先

生

た

ち

は

こ

の

後

忙

し

 

い

か

ら

早

く

下

校

し

な

さ

い

」

 

 
 

 

教

室

の

中

が

騒

が

し

く

な

る

。

 

生

徒

た

ち

の

大

半

は

教

室

を

出

て

い

く

。

 

 

〇

同

・

３

年

生

の

教

室

前

の

廊

下

 

生

徒

が

数

人

い

て

、

お

喋

り

に

夢

中

に

な

っ

て

い

る

。
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〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

 

風

が

吹

い

て

、

教

室

の

ド

ア

が

揺

れ

る

。

 

翼

は

廊

下

側

か

ら

１

列

目

の

先

頭

、

未

央

は

そ

の

左

隣

に

座

っ

て

い

る

。

 

翼

と

未

央

の

近

く

に

は

誰

も

い

な

い

。

 

未

央

、

机

の

上

に

リ

ュ

ッ

ク

を

置

い

て

い

る

。

 

リ

ュ

ッ

ク

を

左

手

で

掴

ん

で

い

る

。

 

翼

、

姿

勢

は

猫

背

。

席

に

座

り

な

が

ら

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

に

入

っ

た

お

茶

を

飲

ん

で

い

る

。

 

未

央

、

胸

に

右

手

を

当

て

な

が

ら

頬

を

膨

ら

 

ま

せ

る

。

口

か

ら

息

を

吐

き

出

す

と

翼

を

見

 

る

。

 

未

央

「

北

野

君

、

北

野

君

」

 

翼

「

え

っ

―
―

―

。

あ

っ

、

は

い

」

 

 
 

 

翼

、

顔

を

未

央

の

方

へ

向

け

る

。

視

線

は

未

央

と

合

わ

さ

な

い

。

 

未

央

「

帰

ら

な

い

の

？

」

 

翼

「

今

日

は

部

活

が

無

い

か

ら

。

急

い

で

帰

る

理

由

も

無

い

し

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

何

も

言

わ

ず

に

何

度

か

う

な

ず

く

。
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未

央

「

ど

う

し

て

、

そ

ん

な

人

気

の

無

い

席

に

し

た

 
の

？

」

 

翼

「

ず

っ

と

、

こ

の

場

所

が

定

位

置

だ

っ

た

か

ら

」

 

未

央

「

…

…

そ

う

か

」

 

翼

「

窓

側

の

席

に

し

よ

う

か

な

と

思

っ

た

け

ど

、

取

れ

な

か

っ

た

」

 

 
 

 

翼

、

口

角

を

少

し

だ

け

上

げ

る

。

 

 
 

 

未

央

、

机

に

手

を

入

れ

る

。

中

に

あ

っ

た

プ

リ

ン

ト

を

掴

む

。

 

未

央

「（

少

し

笑

顔

で

）

こ

の

プ

リ

ン

ト

、

先

生

は

明

日

使

う

と

言

っ

て

い

た

か

な

？

」

 

翼

「

う

、

う

ん

。

言

っ

て

い

た

よ

」

 

未

央

「

あ

り

が

と

う

。

そ

れ

な

ら

、

こ

の

プ

リ

ン

ト

は

置

い

て

い

こ

う

」

 

未

央

、

プ

リ

ン

ト

を

二

つ

折

り

に

す

る

。

机

の

中

へ

投

げ

込

む

よ

う

に

し

て

入

れ

る

。

 

翼

、

口

が

半

開

き

の

状

態

。

未

央

の

こ

と

を

見

続

け

る

。

 

森

田

が

Ｃ

組

の

教

室

に

入

っ

て

く

る

。

 

森

田

「

北

野

、

帰

ろ

う

ぜ

」
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森

田

、

翼

の

机

に

両

手

を

つ

く

。

 

翼

、

驚

い

た

表

情

で

森

田

を

見

る

。

 

未

央

、

立

ち

上

が

る

。

リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

う

と

教

室

を

出

よ

う

と

す

る

。

 

翼

、

机

か

ら

身

を

乗

り

出

す

。

 

翼

「

杉

本

さ

ん

！

 
あ

の

、

…

…

北

野

翼

で

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」
 

未

央

、

ド

ア

の

近

く

で

立

ち

止

ま

る

。

小

さ

く

深

呼

吸

を

し

て

か

ら

振

り

返

る

。

 

未

央

「

杉

本

未

央

で

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

に

向

か

っ

て

頭

を

下

げ

る

。

顔

を

上

げ

る

と

微

笑

む

。

 

 
 

 

翼

、

耳

が

赤

く

な

っ

て

い

る

。

ゆ

っ

く

り

息

を

飲

み

込

む

。

 

 
 

 

未

央

、

素

早

く

身

体

の

向

き

を

変

え

る

。

教

室

を

出

て

い

く

。

 

森

田

「

何

か

あ

っ

た

の

か

？

」

 

翼

「

…

…

い

や

、

何

で

も

な

い

よ

」

 

翼

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

ゆ

っ

く

り

と

机

の

上

に

置

く

。
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森

田

「

お

前

、

ま

た

こ

の

場

所

に

し

た

の

か

？

」

 

翼

「

慣

れ

て

い

る

か

ら

な

」

 

森

田

「

へ

っ

、

自

分

で

選

べ

る

奴

は

い

い

よ

な

。

俺

は

強

制

的

に

教

卓

の

前

に

さ

れ

た

ぞ

」

 

翼

「

そ

れ

は

お

前

が

居

眠

り

ば

か

り

し

て

い

る

か

ら

だ

」

 

 
 

 

翼

、

苦

笑

い

す

る

。
 

森

田

「

お

前

の

隣

は

杉

本

さ

ん

か

？

」

 

翼

「

ま

あ

ね

」

 

 
 

 

森

田

、

未

央

の

席

に

座

る

。

 

森

田

「

地

味

だ

け

ど

、

か

わ

い

い

だ

ろ

う

？

」

 

翼

「

あ

あ

、

２

年

生

の

時

に

同

じ

ク

ラ

ス

だ

っ

た

お

前

が

羨

ま

し

か

っ

た

よ

」

 

森

田

「

…

…

惚

れ

た

の

か

？

」

 

翼

「

い

や

、

そ

れ

は

無

い

よ

」

 

 
 

 

翼

、

立

ち

上

が

っ

て

リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

う

。

 

 

〇

通

学

路

 

 
 

 

桜

並

木

。

 

 
 

 

頬

が

少

し

赤

く

な

っ

た

未

央

が

歩

い

て

い

る

。
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横

断

歩

道

の

前

で

信

号

が

赤

に

な

る

。

 

未

央

、

立

ち

止

ま

る

。

空

を

見

上

げ

る

。

 

未

央

「

暑

い
―

―
―

」

 

 
 

 

未

央

、

手

で

扇

ぎ

な

が

ら

身

体

を

冷

ま

そ

う

と

す

る

。

信

号

が

青

に

な

る

と

歩

き

出

す

。

 

 

〇

南

台

中

学

校

・

正

門

前

 

 
 

 

雨

が

降

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

傘

を

差

し

た

人

々

が

行

き

交

っ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

 

 
 

 

教

室

の

中

は

少

し

騒

が

し

い

。

 

黒

板

に

は

大

き

な

字

で

「

自

習

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

未

央

、

頬

杖

を

つ

い

て

い

る

。

 

翼

、

集

中

力

が

切

れ

か

け

て

い

る

。

右

手

で

眼

を

擦

る

と

教

科

書

を

開

く

。

 

未

央

、

翼

の

こ

と

を

横

目

で

見

る

。

故

意

に

消

し

ゴ

ム

を

落

と

す

。

 

 
 

 

翼

、

消

し

ゴ

ム

を

拾

う

。

未

央

に

手

渡

す

。
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未

央

「

あ

り

が

と

う

」

 

翼

「

ど

う

い

た

し

ま

し

て

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

方

へ

少

し

だ

け

身

を

乗

り

出

す

。

 

未

央

「

ね

え

、

北

野

君

は

休

み

の

日

は

何

を

し

て

い

 

る

の

？

」

 

翼

「

勉

強

か

陸

上

の

練

習

」

 

未

央

「

そ

れ

は

一

人

で

？

」
 

翼

「

ま

あ

ね

。

相

手

が

い

な

い

か

ら

」

 

未

央

「

森

田

君

は

？

」

 

翼

「

あ

い

つ

と

は

月

曜

日

か

ら

土

曜

日

ま

で

一

緒

だ

か

ら

、

そ

れ

以

上

は

し

つ

こ

い

よ

」

 

 
 

 

翼

、

手

に

持

っ

て

い

た

ペ

ン

を

置

く

。

未

央

を

横

目

で

見

る

。

 

翼

「

そ

れ

に

、

一

人

で

い

る

方

が

好

き

だ

か

ら

」

 

未

央

「

へ

ぇ

ー

、

そ

う

な

ん

だ

」

 

翼

「

…

…

変

だ

と

思

う

？

」

 

未

央

「

い

い

え

。

私

も

家

で

引

き

こ

も

っ

て

い

る

こ

と

が

多

い

か

ら

」

 

 
 

 

未

央

、

頬

を

膨

ら

ま

せ

る

。

 

未

央

「

私

、

誰

か

と

ず

っ

と

一

緒

に

い

る

こ

と

が

苦
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手

な

の

」

 

翼

「（

半

笑

い

で

）

そ

れ

な

ら

、

杉

本

さ

ん

は

結

婚

な

ん

て

無

理

だ

ね

」

 

未

央

「

多

分

ね

。

…

…

で

も

、

そ

れ

は

北

野

君

も

同

じ

だ

と

思

う

よ

」
 

 
 

 

未

央

、

翼

を

見

な

が

ら

微

笑

む

。

 

 
 

 

翼

、

視

線

を

逸

ら

す

。

 

 
 

 

５

秒

ほ

ど

沈

黙

。

 

 
 

 

翼

、

周

囲

を

軽

く

見

渡

す

。

未

央

を

見

る

。

 

翼

「

一

人

の

方

が

楽

だ

か

ら

好

き

だ

け

ど

、

時

々

愚

 

痴

を

言

う

相

手

が

欲

し

い

か

な

」

 

未

央

「

そ

れ

、

多

分

寂

し

が

り

屋

だ

よ

。

気

が

合

う

人

が

少

な

い

か

ら

そ

う

言

う

の

」

 

翼

「

…

…

ど

う

し

て

？

」

 

未

央

「

バ

レ

エ

教

室

の

先

生

が

、

私

の

こ

と

を

そ

う

言

っ

て

い

た

か

ら

」

 

 
 

 

翼

、

口

が

半

開

き

。

未

央

を

見

続

け

る

。

 

 
 

 

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

教

室

の

中

に

い

た

生

徒

た

ち

が

一

斉

に

立

ち

上

が

る

。
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〇

同

・

３

年

生

の

教

室

前

の

廊

下

 

 
 

 

生

徒

た

ち

で

溢

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

森

田

が

廊

下

を

歩

い

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

 

 
 

 

森

田

は

教

室

に

入

る

と

翼

の

前

ま

で

来

る

。

 

森

田

、

手

を

合

わ

せ

て

翼

の

こ

と

を

拝

む

。

顔

に

は

米

粒

が

付

い

て

い

る

。

 

森

田

「

北

野

、

英

語

の

ノ

ー

ト

を

貸

し

て

く

れ

」

 

翼

「

え

っ

？

 

何

の

こ

と

？

」

 

 
 

 

翼

、

ニ

ヤ

ッ

と

笑

う

。

 

 
 

 

森

田

、

（

眉

間

に

し

わ

を

寄

せ

て

）

翼

を

睨

む

。

 

森

田

「

お

い

、

い

つ

も

の

こ

と

だ

か

ら

分

か

る

だ

ろ

 

 

う

？

 

短

い

休

み

時

間

だ

か

ら

、

手

間

を

取

ら

せ

 

 

る

な

よ

」

 

 
 

 

森

田

、

翼

の

机

を

左

手

で

数

回

叩

く

。

 

森

田

「

全

く

、

だ

か

ら

お

前

は

ダ

メ

な

ん

だ

」

 

翼

「（

苦

笑

い

し

な

が

ら

）

分

か

っ

た

よ

。

仕

方

な

い

 

な

」
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翼

、

机

の

中

か

ら

ノ

ー

ト

を

取

り

出

す

。

森

田

に

手

渡

す

。

 

森

田

「

あ

り

が

と

う

！

 

明

日

に

は

必

ず

返

す

よ

」

 

森

田

、

翼

の

手

を

強

く

握

る

。

（

ニ

ヤ

ニ

ヤ

と

し

た

表

情

で

）

教

室

を

出

て

い

く

。

 

 
 

 

翼

、

鼻

で

笑

い

な

が

ら

森

田

を

見

送

る

。

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

肩

を

叩

く

。

 

未

央

「

今

の

何

？

」

 

翼

「

森

田

の

赤

点

対

策

」

 

 
 

 

翼

、

背

伸

び

を

す

る

。

 

翼

「

昨

日

は

国

語

の

ノ

ー

ト

を

借

り

に

来

て

、

明

日

は

数

学

の

ノ

ー

ト

を

借

り

に

来

る

と

思

う

。

テ

ス

ト

前

の

恒

例

行

事

だ

よ

」

 

未

央

「

…

…

確

か

に

、

テ

ス

ト

前

だ

か

ら

ね

」

 

 
 

 

未

央

、

机

に

顔

を

つ

け

る

。

た

め

息

を

吐

く

。

 

 
 

 

翼

、

深

呼

吸

を

す

る

。

未

央

を

見

る

。

 

翼

「

杉

本

さ

ん

、

…

…

ノ

ー

ト

を

貸

そ

う

か

？

 

森

 

田

は

１

ペ

ー

ジ

１

０

円

だ

け

ど

、

杉

本

さ

ん

は

初

 

回

だ

か

ら

サ

ー

ビ

ス

す

る

よ

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

を

見

る

。

ニ

ヤ

ッ

と

笑

う

。
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未

央

「

ど

う

し

て

？

 

私

が

授

業

中

に

寝

て

ば

か

り

 
だ

か

ら

心

配

し

て

い

る

の

？

」

 

翼

「

…

…

、

気

ま

ぐ

れ

だ

よ

。」 

未

央

「

本

当

に

？

」

 

翼

「

本

当

だ

よ

。

そ

れ

に

、

い

つ

も

仲

良

く

し

て

く

 

れ

る

か

ら

、

少

し

お

礼

が

し

た

い

」

 

 
 

 

未

央

、

顔

を

上

げ

る

。

 

未

央

「

そ

れ

な

ら

、

甘

え

さ

せ

て

も

ら

お

う

か

な

。

 

ノ

ー

ト

が

穴

だ

ら

け

だ

っ

た

か

ら

助

か

る

わ

」

 

 
 

 

翼

、

机

か

ら

ノ

ー

ト

を

数

冊

出

す

。

未

央

に

手

渡

そ

う

と

す

る

。

 

翼

「

明

日

返

し

て

ね

」

 

未

央

「

今

日

返

す

よ

」

 

 
 

 

翼

、

驚

い

た

表

情

。

未

央

を

見

る

。

 

未

央

「

北

野

君

が

部

活

か

ら

帰

る

ま

で

に

コ

ピ

ー

し

 

て

、

机

の

中

に

戻

し

て

お

く

か

ら

」

 

翼

「

い

や

…

…

、

テ

ス

ト

前

だ

か

ら

部

活

は

無

い

 

よ

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

方

へ

身

を

乗

り

出

す

。

 

翼

、

（

未

央

の

勢

い

に

驚

き

な

が

ら

）

壁

に
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背

中

を

押

し

付

け

る

。

息

を

飲

み

込

む

。

 

 
 

 

未

央

、

上

目

遣

い

で

翼

を

見

る

。

 

未

央

「

そ

れ

な

ら

、

今

日

は

一

緒

に

帰

る

？

」

 

翼

「

え

っ

？

」
 

未

央

「

途

中

の

コ

ン

ビ

ニ

で

コ

ピ

ー

す

る

か

ら

、

そ

こ

ま

で

付

い

て

き

て

も

ら

え

る

か

な

？

」

 

翼

「

あ

っ

、

…

…

い

や

、

そ

れ

は

―
―

―

」

 

 
 

 

翼

、

眼

を

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

さ

せ

る

。

机

の

下

で

拳

を

強

く

握

る

。

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

眼

を

見

る

。

 

未

央

「

ダ

メ

か

な

？

」

 

翼

、

顔

を

素

早

く

横

に

振

る

。

 

翼

「

い

や

、

そ

う

い

う

わ

け

で

は

な

い

よ

。

俺

は

構
 

わ

な

い

け

ど

、

杉

本

さ

ん

は

時

間

と

か

大

丈

夫

？

」
 

未

央

「

私

は

大

丈

夫

。

時

間

は

あ

る

よ

」

 

 
 

 

翼

、

未

央

か

ら

視

線

を

外

す

。

 

翼

「

わ

、

分

か

っ

た

。

じ

ゃ

あ

、

放

課

後

ね

」

 

未

央

「

あ

り

が

と

う

。

助

か

っ

た

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

に

向

か

っ

て

頭

を

下

げ

る

。

 

 
 

 

翼

、

握

っ

て

い

た

拳

を

元

に

戻

す

。
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未

央

「

中

学

校

は

義

務

教

育

だ

か

ら

、

成

績

が

悪

く

て

も

時

間

が

解

決

す

る

と

思

っ

て

い

た

」

 

翼

「

…

…

森

田

と

発

想

が

同

じ

だ

」

 

未

央

「

そ

れ

は

嫌

」

 

 
 

 

未

央

、

顔

を

ク

シ

ャ

っ

と

さ

せ

て

笑

う

。

 

 
 

 

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

木

橋

先

生

が

教

室

に

入

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

翼

、

（

自

分

の

身

体

を

冷

ま

す

た

め

に

）

 

シ

ャ

ツ

の

襟

を

バ

タ

バ

タ

と

さ

せ

る

。

 

未

央

、

両

手

で

口

を

覆

う

。

周

り

に

気

付

か

れ

な

い

よ

う

に

大

き

く

息

を

吐

き

出

す

。

 

 

〇

同

・

正

門

前

（

夕

方

）

 

 
 

 

雨

上

が

り

で

地

面

は

濡

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

周

囲

に

中

学

校

の

生

徒

た

ち

は

少

な

い

。

 

 

〇

通

学

路

（

夕

方

）

 

 
 

 

住

宅

街

の

中

を

通

る

小

道

。

 

 
 

 

未

央

と

翼

は

並

ん

で

歩

い

て

い

る

が

、

二

人

の

間

に

は

少

し

隙

間

が

あ

る

。
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翼

、

襟

元

の

臭

い

を

嗅

ぐ

。

 

翼

「

ご

め

ん

。

少

し

汗

臭

い

か

も

し

れ

な

い

」

 

未

央

「

別

に

気

に

し

て

い

な

い

よ

。

少

し

く

ら

い

獣

 

み

た

い

な

臭

い

が

し

た

方

が

、

違

和

感

は

無

い

と

 

思

う

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

こ

と

は

見

な

い

で

笑

う

。

 

未

央

「

陸

上

部

は

熱

心

だ

か

ら

、

今

日

も

練

習

が

あ

 

る

と

思

っ

て

い

た

」

 

翼

「

テ

ス

ト

前

だ

か

ら

そ

れ

は

無

い

よ

。

杉

本

さ

ん

 

の

方

は

？

」

 

未

央

「

美

術

部

も

テ

ス

ト

が

終

わ

る

ま

で

は

無

い

よ

。

 

ま

あ

、

私

を

含

め

て

大

半

は

仕

方

な

く

入

っ

て

い

 

る

人

だ

か

ら

、

部

活

が

無

い

こ

と

を

気

に

し

て

い
 

る

人

の

方

が

少

な

い

と

思

う

け

ど

」

 

 
 

 

翼

、

目

を

合

わ

さ

ず

に

苦

笑

い

す

る

。

 

翼

「

ま

あ

、

部

活

は

全

員

参

加

だ

か

ら

ね

」

 

未

央

「

そ

の

代

わ

り

で

は

な

い

け

ど

、

今

日

も

バ

レ

 

エ

が

あ

る

」

 

翼

「

レ

ッ

ス

ン

？

」

 

 
 

 

未

央

、

無

言

で

う

な

ず

く

。
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翼

「

テ

ス

ト

前

で

も

レ

ッ

ス

ン

に

行

く

な

ん

て

、

杉

本

さ

ん

は

バ

レ

エ

が

好

き

な

ん

だ

ね

」

 

未

央

「

た

ま

た

ま

今

日

が

レ

ッ

ス

ン

の

日

だ

と

い

う

だ

け

だ

よ

」
 

 
 

 

未

央

、

小

さ

く

た

め

息

を

吐

く

。

 

未

央

「

バ

レ

エ

を

死

ぬ

ほ

ど

愛

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

く

て

、

向

い

て

い

る

と

思

っ

て

い

る

わ

け

で

も

な

い

け

ど

、

少

し

は

勝

負

で

き

る

と

思

っ

て

い

る

か

ら

続

け

て

い

る

」

 

未

央

、

の

ぞ

き

込

む

よ

う

に

し

て

翼

の

こ

と

を

見

る

。

 

 
 

 

翼

、

肩

を

す

く

め

る

。

軽

く

咳

払

い

す

る

。

 

 
 

 

二

人

の

前

に

一

台

の

飲

料

自

販

機

が

現

れ

る

。

 

翼

、

自

販

機

を

指

差

す

。

 

翼

「

こ

の

自

販

機

、

他

の

場

所

よ

り

安

い

よ

」

 

未

央

「

知

っ

て

い

る

。

私

も

こ

の

道

を

よ

く

通

る

か

ら

」

 

翼

、

驚

い

た

表

情

。

未

央

を

見

つ

め

る

。

 

未

央

「

多

分

だ

け

ど

、

北

野

君

が

行

こ

う

と

し

て

い

る

コ

ン

ビ

ニ

は

私

の

家

の

近

く

だ

か

ら

、

余

計

な
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気

遣

い

は

し

な

く

て

い

い

よ

」

 

翼

「

…

…

と

い

う

こ

と

は

、

杉

本

さ

ん

の

家

は

駅

の

近

く

？

」
 

 
 

 

翼

、

未

央

の

方

へ

身

体

を

向

け

る

。

 

未

央

「

そ

う

。

駅

と

第

３

小

学

校

の

中

間

く

ら

い

の

場

所

に

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

北

野

君

は

ど

う

し

て

そ

の

コ

ン

ビ

ニ

に

し

た

の

？

」

 

翼

「

森

田

と

一

緒

に

帰

る

時

に

よ

く

立

ち

寄

る

ん

だ

。

中

学

校

の

近

く

に

あ

る

コ

ン

ビ

ニ

だ

と

、

知

り

合

い

に

会

う

か

も

し

れ

な

い

し

、

あ

い

つ

の

家

は

こ

の

方

向

だ

か

ら

」

 

 
 

 

未

央

、

目

を

細

め

る

。

 

未

央

「

ふ

ー

ん

。

ち

な

み

に

、

北

野

君

は

第

１

小

学

校

だ

よ

ね

？

」

 

翼

「

そ

う

。

中

央

図

書

館

の

近

く

に

住

ん

で

い

る

」

 

未

央

「

中

央

図

書

館

か

、

今

で

も

時

々

行

く

か

な

」

 

翼

「

杉

本

さ

ん

の

家

か

ら

だ

と

、

少

し

距

離

が

あ

る

 

 

よ

ね

？

」

 

未

央

「

そ

う

ね

。

だ

か

ら

、

い

つ

も

自

転

車

を

使

っ

て

い

る

」
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未

央

、

小

さ

く

深

呼

吸

を

す

る

。

 

未

央

「

２

年

以

上

前

の

前

の

話

だ

け

ど

、

中

央

図

書

館

で

雨

が

止

む

の

を

待

っ

て

い

た

ら

、

私

に

傘

を

譲

っ

て

く

れ

た

人

が

い

た

の

」

 

翼

「

優

し

い

人

だ

ね

。

そ

の

傘

は

今

で

も

持

っ

て

い

る

の

？

」

 

未

央

「

…

…

早

く

返

し

た

い

と

、

ず

っ

と

思

っ

て

い

る

け

ど

ね

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

一

瞬

だ

け

翼

を

見

る

。

 

 
 

 

翼

、

未

央

を

見

て

い

る

が

無

反

応

。

 

 
 

 

５

秒

ほ

ど

沈

黙

。

 

翼

「

杉

本

さ

ん

は

そ

ん

な

に

本

が

好

き

な

ら

、

図

書

委

員

に

立

候

補

す

れ

ば

良

か

っ

た

の

に

」

 

未

央

「

面

倒

く

さ

い

し

、

高

校

入

試

の

内

申

点

が

欲

し

い

わ

け

で

も

な

い

か

ら

や

ら

な

い

。

そ

れ

に

、

半

分

く

ら

い

は

本

を

読

ん

で

い

る

仕

草

だ

か

ら

」

 

翼

「

仕

草

？

」

 

未

央

「

そ

う

。

本

を

読

ん

で

い

る

演

技

を

し

て

い

る

の

。

読

書

中

と

い

う

免

罪

符

が

あ

れ

ば

、

面

倒

な

こ

と

か

ら

逃

げ

ら

れ

る

か

ら

ね

」

 



 

 

 

31 

 
 

 

未

央

、

歩

く

速

度

を

少

し

だ

け

上

げ

る

。

 

 

〇

コ

ン

ビ

ニ

・

外

観

（

夕

方

）

 

 
 

 

緑

、

白

、

青

の

三

色

看

板

の

店

。

 

隣

に

は

小

さ

な

公

園

が

あ

る

。

 

 

〇

同

・

店

内

（

夕

方

）

 

 
 

 

未

央

と

翼

は

コ

ピ

ー

機

の

前

に

い

る

。

 

 
 

 

店

内

に

い

る

客

は

未

央

と

翼

だ

け

。

 

翼

、

未

央

に

ノ

ー

ト

を

手

渡

す

。

 

翼

「

他

の

人

の

邪

魔

に

な

り

そ

う

だ

か

ら

、

俺

は

外

 

で

待

っ

て

い

る

よ

」

 

未

央

「

分

か

っ

た

」

 

 
 

 

翼

、

足

早

に

店

の

外

へ

出

て

い

く

。

 

 
 

 

未

央

、

ノ

ー

ト

を

開

く

。

 

未

央

「（

苦

笑

い

し

な

が

ら

）

汚

い

字

―
―

―

。

森

田

君

、

 

こ

の

字

が

読

め

る

な

ん

て

凄

い

な

」

 

 
 

 

未

央

、

ノ

ー

ト

を

コ

ピ

ー

機

の

上

に

置

く

。

コ

ピ

ー

機

に

小

銭

を

入

れ

る

。
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〇

同

・

入

口

（

夕

方

）

 

 
 

 

翼

が

店

の

外

で

立

っ

て

い

る

。

 

翼

、

通

行

人

が

目

の

前

を

通

る

度

に

目

付

き

が

鋭

く

な

る

。

 

翼

「

俺

は

何

を

緊

張

し

て

い

る

ん

だ

―
―

―

」

 

翼

、

顔

を

横

に

何

度

か

振

る

。

大

き

く

深

呼

 

吸

を

す

る

。

 

翼

が

胸

に

手

を

当

て

る

と

、

頬

を

一

筋

の

汗

が

流

れ

る

。

 

コ

ン

ビ

ニ

の

自

動

ド

ア

が

開

き

、

チ

ャ

イ

ム

 

が

鳴

る

。

 

未

央

が

手

に

ノ

ー

ト

と

レ

ジ

袋

を

抱

え

て

出

 

て

く

る

。

 

翼

は

未

央

に

気

付

い

て

い

な

い

。

 

未

央

、

背

後

か

ら

翼

に

近

付

く

。

肩

を

叩

く

。

 

未

央

「

お

待

た

せ

」

 

 
 

 

翼

、

驚

い

た

表

情

。

 

 
 

 

未

央

、

ノ

ー

ト

を

翼

に

手

渡

す

。

レ

ジ

袋

か

ら

コ

ー

ラ

を

取

り

出

す

。

 

未

央

「

こ

れ

、

今

日

の

お

礼

」
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未

央

、

翼

に

コ

ー

ラ

を

手

渡

す

。

 

翼

、

口

を

微

か

に

動

か

す

が

言

葉

に

な

ら

な

い

。
 

未

央

「

そ

こ

で

飲

も

う

か

？

」

 

未

央

、

コ

ン

ビ

ニ

の

隣

に

あ

る

公

園

を

指

差

 

す

。

 

翼

、

公

園

の

方

へ

顔

を

向

け

る

。

何

も

言

わ

 

ず

に

う

な

ず

く

。

 

 

〇

コ

ン

ビ

ニ

の

隣

に

あ

る

公

園

・

（

夕

方

）

 

面

積

は

学

校

の

教

室

よ

り

少

し

大

き

い

。

 

地

面

は

砂

利

。

 

水

道

と

三

人

掛

け

の

ベ

ン

チ

が

一

つ

あ

る

。
 

未

央

と

翼

以

外

に

誰

も

い

な

い

。

 

未

央

と

翼

は

ベ

ン

チ

の

端

に

座

っ

て

い

る

。

 

未

央

「

乾

杯

」

 

翼

「

乾

杯

」

 

未

央

と

翼

、

視

線

を

合

わ

さ

ず

に

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

ぶ

つ

け

合

う

。

 

翼

、

耳

が

少

し

赤

く

な

っ

て

い

る

。
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未

央

「

今

日

は

ど

う

も

あ

り

が

と

う

」

 

翼

「

ど

う

い

た

し

ま

し

て

」

 

 
 

 

未

央

、

翼

の

方

へ

身

体

を

向

け

る

。

 

未

央

「

今

度

の

中

間

テ

ス

ト

、

何

点

く

ら

い

取

れ

そ

う

？

」

 

翼

「

英

語

は

少

し

苦

手

だ

け

ど

、

そ

れ

以

外

は

９

０

点

以

上

取

れ

る

と

思

う

」
 

未

央

「

凄

い

ね

。

北

野

君

は

赤

点

な

ん

て

無

縁

？

」

 

翼

「

油

断

は

禁

物

だ

け

ど

、

多

分

大

丈

夫

」

 

 
 

 

翼

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

ふ

た

を

閉

め

る

。

 

翼

「（

ニ

ヤ

ッ

と

笑

い

な

が

ら

）

実

は

学

年

で

１

位

を

狙

っ

て

い

る

」

 

未

央

「

１

位

？

」

 

翼

「

こ

こ

だ

け

の

話

だ

け

ど

、

２

年

生

の

時

に

１

位

を

取

っ

た

こ

と

が

あ

る

」

 

未

央

「

定

期

テ

ス

ト

で

？

」

 

翼

「

そ

う

。

本

来

な

ら

順

位

は

秘

密

だ

け

ど

、

先

生

が

教

え

て

く

れ

た

」

 

未

央

「

…

…

何

そ

れ

、

自

慢

？

」

 

未

央

、

頬

を

軽

く

膨

ら

ま

せ

る

。
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翼

「

い

や

、

そ

う

い

う

わ

け

で

は

な

い

け

ど

―
―

―

」

 

未

央

「

未

央

ち

ゃ

ん

の

中

で

そ

れ

は

無

い

な

」

 

翼

、

未

央

に

向

か

っ

て

頭

を

下

げ

る

。

 

翼

「

傷

付

け

て

し

ま

っ

た

な

ら

謝

る

よ

。

ご

め

ん

」

 

 
 

 

翼

、

ゆ

っ

く

り

と

顔

を

上

げ

る

。

視

線

は

定

ま

っ

て

い

な

い

。

 

 
 

 

未

央

、

た

め

息

を

吐

く

。

 

未

央

「（

苦

笑

い

し

な

が

ら

）

大

丈

夫

。

何

も

気

に

し

て

い

な

い

か

ら

」

 

 
 

 

未

央

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

ふ

た

を

閉

め

る

。

 

 
 

 

翼

、

小

さ

く

た

め

息

を

吐

く

。

 

未

央

、

軽

く

息

を

吸

い

込

む

。

 

未

央

「

駅

前

に

あ

る

『

マ

』

で

始

ま

っ

て

、

『

ド

』

で

終

わ

る

ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

の

チ

ェ

ー

ン

店

を

知

っ

て

い

る

？

」

 

翼

「

知

っ

て

い

る

。

何

度

も

行

っ

て

い

る

か

ら

」

 

未

央

「

そ

の

お

店

の

テ

レ

ビ

Ｃ

Ｍ

に

、

私

は

出

た

こ

と

が

あ

る

」

 

未

央

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

ベ

ン

チ

の

上

へ

静

か

に

置

く

。
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未

央

「

知

っ

て

い

た

？

」

 

翼

「

…

…

杉

本

さ

ん

が

、

子

役

を

し

て

い

た

と

い

う

噂

は

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

よ

」

 

未

央

「

色

々

と

縁

が

あ

っ

て

ね

。

も

う

辞

め

た

か

ら

過

去

の

こ

と

だ

け

ど

」

 

翼

「

杉

本

さ

ん

…

…

、

か

わ

い

い

か

ら

ね

。」 

未

央

「

あ

り

が

と

う

。

ま

あ

、

よ

く

言

わ

れ

る

け

ど

ね

」

 

 
 

 

未

央

、

ク

シ

ャ

っ

と

し

た

笑

顔

に

な

る

。

翼

を

指

差

す

。

 

未

央

「

だ

か

ら

北

野

君

は

耳

が

赤

く

な

っ

て

い

る

の

？

 

私

み

た

い

に

か

わ

い

い

女

の

子

と

二

人

き

り

だ

か

ら

」

 

翼

「

え

っ

？

」

 

翼

、

慌

て

な

が

ら

耳

を

手

で

覆

う

よ

う

に

し

て

触

る

。

肘

が

ベ

ン

チ

の

上

に

置

い

て

い

た

未

央

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

に

当

た

る

。

 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

地

面

に

落

ち

る

。

未

央

の

足

元

ま

で

転

が

る

。

 

 
 

 

未

央

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

拾

う

。

ペ

ッ

ト

ボ
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ト

ル

に

付

い

た

砂

を

手

で

払

う

。

 

未

央

「

は

い

」

 

翼

「

あ

、

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

 

未

央

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

翼

に

手

渡

す

。

 

 
 

 

翼

、

視

線

が

定

ま

っ

て

い

な

い

。

手

で

胸

を

押

さ

え

な

が

ら

深

呼

吸

を

す

る

。

 

未

央

「

ご

め

ん

ね

。

こ

の

現

場

を

誰

か

に

見

ら

れ

た

 

ら

、

変

な

噂

が

流

れ

る

か

も

し

れ

な

い

」

 

翼

「

別

に

俺

は

大

丈

夫

だ

よ

。

そ

れ

に

、

価

値

が

下

 

が

る

の

は

杉

本

さ

ん

の

方

だ

と

思

う

」

 

翼

、

コ

ー

ラ

を

飲

み

干

す

。

シ

ャ

ツ

の

袖

で

口

を

拭

う

。

 

翼

「

ど

う

し

て

突

然

過

去

の

話

を

？

」

 

未

央

「

お

返

し

。

北

野

君

が

自

慢

話

を

し

た

か

ら

私

な

り

の

お

返

し

」

 

翼

、

ゆ

っ

く

り

と

未

央

の

方

へ

顔

を

向

け

る

。

 

未

央

、

顔

を

正

面

に

向

け

る

。

 

翼

「

俺

は

自

慢

話

の

つ

も

り

で

は

な

か

っ

た

け

ど

、

 

…

…

杉

本

さ

ん

な

ら

大

丈

夫

だ

と

思

っ

た

」

 

未

央

「

そ

ん

な

友

達

、

…

…

一

人

く

ら

い

欲

し

い

よ
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ね

」

 

翼

「

え

っ

？

」

 

未

央

「（

苦

笑

い

し

な

が

ら

）

何

で

も

な

い

」

 

未

央

、

コ

ー

ラ

を

飲

み

干

す

。

 

未

央

「

ち

な

み

に

、

私

の

好

き

な

タ

イ

プ

は

お

父

さ

 

ん

だ

か

ら

」

 

翼

「

お

父

さ

ん

？

」

 

未

央

「

そ

う

。

変

か

な

？

」

 

翼

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

。

俺

が

母

親

を

タ

イ

プ

と

 

言

え

ば

マ

ザ

コ

ン

扱

い

さ

れ

る

け

ど

、

杉

本

さ

ん

な

ら

無

難

な

切

り

返

し

だ

と

思

う

」

 

未

央

、

口

元

を

手

で

押

さ

え

な

が

ら

笑

う

。

 

翼

、

未

央

を

横

目

で

見

る

。

唇

を

嚙

み

し

め

る

。

 

 
 

 

３

秒

ほ

ど

沈

黙

。

 

 
 

 

カ

ラ

ス

の

鳴

き

声

が

周

囲

に

響

き

渡

る

。

 

未

央

「

帰

ろ

う

か

。

こ

こ

に

長

く

い

る

と

知

り

合

い

に

見

つ

か

る

か

も

し

れ

な

い

」

 

翼

「

…

…

そ

う

だ

ね

」

 

 
 

 

翼

、

立

ち

上

が

る

と

ズ

ボ

ン

に

付

い

た

小

石
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を

手

で

払

う

 

未

央

、

立

ち

上

が

る

と

翼

と

反

対

の

方

へ

顔

を

向

け

る

。

（

身

体

を

冷

や

そ

う

と

）

顔

の

近

く

で

手

を

扇

ぐ

。

 

 

〇

同

・

入

口

（

夕

方

）
 

 
 

 

夕

日

が

未

央

と

翼

を

照

ら

し

て

い

る

。

 

 
 

 

未

央

、

髪

の

毛

を

耳

に

載

せ

る

よ

う

に

し

て

掛

け

る

。

 

未

央

「

今

日

は

疲

れ

た

ね

」

 

翼

「

そ

う

だ

ね

、

俺

も

疲

れ

た

」

 

 
 

 

未

央

、

た

め

息

を

吐

く

。

 

未

央

「

バ

レ

エ

の

レ

ッ

ス

ン

、

今

日

は

サ

ボ

ろ

う

か
 

な

―
―

―

」

 

翼

「

そ

れ

も

あ

り

だ

と

思

う

。

一

日

く

ら

い

サ

ボ

っ

 

 

た

と

こ

ろ

で

、

何

も

変

わ

ら

な

い

か

ら

大

丈

夫

だ

 

 

と

思

う

よ

」

 

未

央

「

…

…

レ

ッ

ス

ン

と

い

っ

て

も

簡

単

で

慣

れ

て

い

る

し

、

テ

ス

ト

前

だ

か

ら

１

時

間

く

ら

い

で

終

わ

ら

せ

よ

う

と

思

っ

て

い

る

け

ど

ね

」
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翼

「

簡

単

で

慣

れ

て

い

る

こ

と

を

嫌

だ

と

思

う

な

ら

、

多

分

疲

れ

が

溜

ま

っ

て

い

る

よ

。

今

日

は

休

ん

だ

方

が

い

い

と

思

う

」

 

未

央

、

小

さ

く

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

翼

の

足

元

を

見

る

。
 

未

央

「

そ

の

言

葉

、

信

じ

て

も

い

い

？

」

 

翼

「

信

じ

る

者

は

、

足

を

す

く

わ

れ

る

よ

」

 

 
 

 

翼

、

未

央

か

ら

視

線

を

逸

ら

す

。

拳

を

強

く

握

る

。

 

未

央

「

大

丈

夫

。

私

も

他

人

の

言

う

こ

と

は

、

半

分

く

ら

い

し

か

信

じ

て

い

な

い

か

ら

」

 

翼

「

…

…

捻

く

れ

者

」

 

未

央

「

今

更

気

付

い

た

の

？

」

 

未

央

と

翼

、

見

つ

め

合

っ

て

小

さ

く

笑

う

。

 

未

央

「

で

も

、

ど

う

も

あ

り

が

と

う

。

少

し

楽

に

な

っ

た

」

 

翼

「

時

々

息

抜

き

を

し

た

方

が

い

い

よ

。

肩

の

力

を

抜

い

て

、

余

計

な

も

の

ま

で

背

負

わ

な

い

方

が

い

い

と

思

う

。

そ

れ

に

―
―

―

」

 

 
 

 

翼

、

握

っ

て

い

た

拳

を

元

に

戻

す

。
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翼

「

何

と

か

な

る

範

囲

で

、

一

度

く

ら

い

騙

さ

れ

て

み

た

方

が

い

い

経

験

に

な

る

と

思

う

」

 

未

央

「

バ

カ
―

―
―

」

 

 
 

 

未

央

、

笑

顔

で

地

面

を

軽

く

蹴

る

。

 

 
 

 

翼

、

強

引

に

笑

顔

を

作

る

。

 

 
 

 

５

秒

ほ

ど

沈

黙

。

 

 
 

 

未

央

、

横

目

で

翼

を

見

る

。

 

未

央

「

北

野

君

は

カ

ッ

コ

い

い

ね

」

 

翼

「

え

っ

？

」

 

未

央

「

学

校

に

い

る

時

と

キ

ャ

ラ

が

違

う

か

ら

、

今

ま

で

気

が

付

か

な

か

っ

た

」

 

翼

「

杉

本

さ

ん

も

、

か

わ

い

い

よ

」

 

未

央

「

本

気

で

言

っ

て

い

る

？

」

 

翼

「

…

…

う

ん

」

 

未

央

「

気

持

ち

悪

い

」

 

 
 

 

未

央

、

腕

を

抱

え

て

身

体

を

震

わ

せ

る

。

頬

が

少

し

赤

く

な

っ

て

い

る

。

 

翼

「

嬉

し

く

な

か

っ

た

？

」

 

未

央

「

何

度

も

言

わ

れ

て

き

た

け

ど

、

悪

意

が

無

け

れ

ば

嬉

し

い

よ

」
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未

央

、

大

き

く

息

を

吸

い

込

む

。

腕

時

計

を

見

る

。

 

未

央

「

そ

ろ

そ

ろ

帰

ら

な

い

と

、

レ

ッ

ス

ン

に

遅

れ

そ

う

」

 

 
 

 

翼

、

無

言

で

う

な

ず

く

。

 

未

央

「

バ

イ

バ

イ

、

ま

た

明

日

」

 

翼

「

ま

た

ね

」

 

 
 

 

未

央

と

翼

、

小

さ

く

手

を

振

る

。

反

対

方

向

へ

向

け

て

歩

き

出

す

。

 

 
 

 

翼

、

少

し

歩

い

た

所

で

立

ち

止

ま

る

。

後

ろ

を

振

り

返

る

。

 

未

央

、

翼

に

気

付

い

て

い

な

い

。

そ

の

ま

ま

歩

き

続

け

て

い

る

。

 

翼

「

ま

た

明

日

―
―

―

」

 

 
 

 

翼

、

空

を

見

上

げ

る

。

 

 

〇

バ

レ

エ

教

室

・

外

観

（

夜

）

 

 
 

 

灰

色

の

ビ

ル

。

１

階

に

は

コ

ン

ビ

ニ

が

あ

る

。

 

ビ

ル

の

周

辺

は

人

通

り

が

多

い

。

 

２

階

の

窓

に

「

バ

レ

エ

教

室

 

生

徒

募

集

中

」
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と

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

応

接

室

・

外

（

夜

）

 

 
 

 

ス

タ

ジ

オ

が

廊

下

の

反

対

側

に

あ

る

。

 

 
 

 

茶

色

で

木

目

調

の

ド

ア

。

ド

ア

ノ

ブ

に

「

使

用

中

」

の

札

が

掛

か

っ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

応

接

室

（

夜

）

 

 
 

 

こ

じ

ん

ま

り

し

て

、

少

し

古

び

た

内

装

。

 

 
 

 

部

屋

の

中

に

は

未

央

と

石

梨

先

生

が

い

る

。

二

人

は

ソ

フ

ァ

に

座

っ

て

い

て

、

テ

ー

ブ

ル

を

は

さ

ん

で

向

か

い

合

っ

て

い

る

。

 

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

は

コ

ッ

プ

に

入

っ

た

ア

イ
 

ス

コ

ー

ヒ

ー

と

、

オ

レ

ン

ジ

ジ

ュ

ー

ス

が

置

 

か

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

未

央

、

書

類

を

手

に

取

り

な

が

ら

見

て

い

る

。

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

前

屈

み

で

座

り

な

が

ら

未

央

を

見

て

い

る

。

 

未

央

「

私

の

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

、

盛

り

過

ぎ

で

す

」

 

 
 

 

未

央

、

苦

笑

す

る

。

書

類

を

テ

ー

ブ

ル

の

上
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に

置

く

。

 

石

梨

先

生

、

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

が

入

っ

た

コ

 

ッ

プ

を

手

に

取

る

。

 

未

央

「

練

習

中

に

呼

び

出

さ

れ

て

、

こ

ん

な

物

を

見

 

せ

ら

れ

る

と

は

思

い

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

石

梨

先

生

「

早

く

見

て

も

ら

い

た

か

っ

た

の

よ

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

を

氷

ご

と

口

の

中

に

入

れ

る

。

（

手

で

口

を

押

さ

え

な

が

ら

）

口

の

中

に

入

れ

た

氷

を

噛

み

砕

く

。

 

未

央

「

私

の

知

ら

な

い

所

で

、

こ

ん

な

物

が

作

ら

れ

 

て

い

た

と

は

び

っ

く

り

で

す

」

 

石

梨

先

生

「

先

週

、

未

央

の

お

母

さ

ん

に

こ

こ

へ

来

 

て

も

ら

っ

て

作

っ

た

。

あ

な

た

に

も

こ

の

話

は

し
 

て

い

た

と

思

う

け

ど

？

」

 

 
 

石

梨

先

生

、

コ

ッ

プ

を

テ

ー

ブ

ル

に

置

く

。

 

未

央

、

顔

を

横

に

向

け

る

。

 

石

梨

先

生

「

何

も

や

り

た

い

こ

と

が

な

い

か

ら

、

暇

 

つ

ぶ

し

で

ア

イ

ド

ル

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

を

受

け

 

て

み

る

の

も

あ

り

だ

。

未

央

は

そ

う

言

っ

て

い

 

な

か

っ

た

？

」

 



 

 

 

45 

 
 

 

石

梨

先

生

、

未

央

の

こ

と

を

見

る

。

ソ

フ

ァ

に

深

く

腰

掛

け

る

。

 

未

央

、

深

い

た

め

息

を

吐

く

。

石

梨

先

生

を

見

つ

め

る

。

 

未

央

「

お

母

さ

ん

、

家

で

は

何

も

言

っ

て

い

な

か

っ

た

で

す

よ

」

 

石

梨

先

生

「

そ

れ

は

あ

な

た

の

決

断

が

遅

い

か

ら

。

締

切

り

は

明

後

日

な

の

よ

」
 

未

央

「

…

…

書

類

は

提

出

済

み

で

す

か

？

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

首

を

横

に

振

る

。
 

石

梨

先

生

「

未

央

が

Ｏ

Ｋ

と

言

っ

て

く

れ

た

ら

す

ぐ

に

出

す

け

ど

ね

。

そ

れ

に

、

嫌

に

な

っ

た

ら

途

中

で

辞

退

す

る

こ

と

は

出

来

る

か

ら

」

 

未

央

、

書

類

を

手

に

取

る

。

 

未

央

「

こ

の

ア

イ

ド

ル

グ

ル

ー

プ

が

、

大

阪

な

ら

良

か

っ

た

で

す

け

ど

ね

」

 

石

梨

先

生

「

ど

う

し

て

？

」

 

未

央

「

お

母

さ

ん

が

言

っ

て

い

な

か

っ

た

で

す

か

？

 
 

来

年

に

仕

事

の

都

合

で

、

私

た

ち

の

家

族

が

大

阪

 

へ

引

っ

越

す

こ

と

を

」
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未

央

「

ず

い

ぶ

ん

前

に

言

っ

て

い

た

わ

よ

。

こ

こ

に

通

う

こ

と

が

出

来

る

の

は

今

年

が

最

後

だ

っ

て

」

 

石

梨

先

生

、

涼

し

げ

な

顔

。

 

石

梨

先

生

「

未

央

の

ご

両

親

は

大

阪

の

人

で

、

二

人

と

も

地

元

に

帰

り

た

か

っ

た

。

未

央

は

赤

ち

ゃ

ん

の

時

か

ら

東

京

で

暮

ら

し

て

き

た

か

ら

、

連

れ

て

行

く

の

は

心

苦

し

い

と

も

言

っ

て

い

た

わ

」

 

未

央

「

…

…

そ

ん

な

こ

と

、

気

に

し

て

い

な

い

で

す

よ

。

東

京

に

友

達

が

い

る

わ

け

で

も

無

い

か

ら

、

未

練

は

無

い

で

す

」

 

未

央

、

苦

笑

す

る

。

小

さ

く

息

を

吸

い

込

む

。

 

未

央

「

先

生

は

ア

イ

ド

ル

だ

っ

た

頃

、

高

校

生

の

時

か

ら

一

人

暮

ら

し

を

？

」

 

石

梨

先

生

「

私

は

埼

玉

出

身

だ

か

ら

、

大

人

に

な

る

ま

で

実

家

に

住

ん

で

い

た

。

だ

か

ら

申

し

訳

な

い

け

ど

、

ホ

ー

ム

シ

ッ

ク

は

よ

く

分

か

ら

な

い

わ

」

 

未

央

「

…

…

別

に

、

そ

れ

が

嫌

だ

と

い

う

わ

け

で

は

な

い

で

す

け

ど

ね

」

 

 
 

 

未

央

、

頬

を

膨

ら

ま

せ

る

。

 

石

梨

先

生

「

合

格

す

れ

ば

だ

け

ど

、

今

回

は

大

手

の
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事

務

所

だ

か

ら

、

今

ま

で

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

に

比

べ

て

条

件

は

良

い

わ

よ

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

未

央

の

方

へ

身

を

乗

り

出

す

。

 

石

梨

先

生

「

そ

れ

に

、

選

考

に

有

利

に

働

く

か

分

か

ら

な

い

け

ど

、

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

も

長

い

付

き

合

い

の

人

だ

か

ら

。
」 

 
 

 

未

央

、

目

を

逸

ら

す

。

息

を

吐

き

出

す

。

 

石

梨

先

生

「

何

か

不

安

で

も

あ

る

の

？

」

 

未

央

「

周

り

に

こ

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

を

受

け

て

い

る

こ

と

が

バ

レ

た

ら

、

面

倒

だ

な

と

思

っ

て

い

ま

す

。

フ

ラ

フ

ラ

し

て

い

る

私

に

も

問

題

は

あ

り

ま

す

け

ど

、

お

節

介

な

人

ば

か

り

で

す

ね

」

 

 
 

 

未

央

、

コ

ッ

プ

を

持

つ

。

手

に

力

が

入

っ

て
 

い

る

。

 

石

梨

先

生

「

他

の

人

の

見

え

方

は

分

か

ら

な

い

け

ど

、

私

の

中

で

未

央

は

意

思

が

ハ

ッ

キ

リ

と

し

て

い

る

子

よ

。

そ

れ

に

、

ピ

ン

チ

の

時

は

周

り

に

『

助

け

て

』

が

言

え

る

し

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

石

梨

先

生

を

睨

む

よ

う

に

見

る

。

 

未

央

「

抱

え

込

み

過

ぎ

て

失

敗

す

る

の

は

嫌

な

の

で

。
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コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

能

力

は

低

い

し

、

経

験

値

も

少

な

い

け

ど

、

そ

れ

く

ら

い

は

出

来

ま

す

」

 

 
 

 

未

央

、

た

め

息

を

吐

く

。

 

 
 

 

５

秒

ほ

ど

沈

黙

。

 

石

梨

先

生

「

そ

れ

で

、

ど

う

す

る

？

」

 

石

梨

先

生

、

壁

に

掛

け

ら

れ

た

時

計

に

目

を

移

す

。

 

未

央

、

何

も

言

わ

ず

に

部

屋

の

中

を

見

渡

す

。

 

未

央

「

や

る

気

と

か

、

自

信

が

無

く

て

も

大

丈

夫

で

す

よ

ね

？

」

 

石

梨

先

生

「

今

更

そ

ん

な

こ

と

を

？

」

 

未

央

「

確

認

で

す

よ

。

…

…

や

っ

て

み

ま

す

」
 

 
 

 

未

央

、

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

笑

顔

に

な

っ

て

立

ち

上

が

る

。

 

石

梨

先

生

「

や

っ

た

こ

と

が

無

い

人

は

何

と

で

も

言

え

る

か

ら

、

気

に

し

な

い

方

が

い

い

わ

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

未

央

に

握

手

を

求

め

る

。

 

未

央

Ｍ

「

や

れ

や

れ

。

面

倒

だ

け

ど

、

こ

れ

で

何

と

 

か

丸

く

収

ま

る

」

 

 
 

 

未

央

、

口

を

尖

ら

せ

る

。

石

梨

先

生

と

握

手
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す

る

。

 

 

〇

同

・

玄

関

（

夜

）

 

 
 

 

照

明

が

少

な

く

て

薄

暗

い

。

 

 
 

 

バ

レ

エ

教

室

の

生

徒

と

親

が

数

人

い

る

。

 

 
 

 

未

央

が

一

人

で

ビ

ル

を

出

よ

う

と

す

る

。

 

石

梨

先

生

が

走

っ

て

く

る

。

 

未

央

、

気

配

に

気

づ

い

て

立

ち

止

ま

る

。

後

ろ

を

振

り

返

る

。

 

石

梨

先

生

「

良

か

っ

た

。

ま

だ

帰

っ

て

い

な

く

て

」

 

未

央

「

ど

う

し

た

の

で

す

か

？

」

 

石

梨

先

生

「

ち

ょ

っ

と

来

て

。

未

央

に

プ

レ

ゼ

ン

ト

が

あ

る

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

手

招

き

を

す

る

。

 

 
 

 

未

央

、

石

梨

先

生

の

後

に

つ

い

て

い

く

。

 

 

〇

同

・

倉

庫

（

夜

）

 

 
 

 

ロ

ッ

カ

ー

や

棚

が

押

し

込

め

ら

れ

る

よ

う

に

置

い

て

あ

る

。

 

棚

に

は

た

く

さ

ん

の

段

ボ

ー

ル

が

置

か

れ

て
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い

る

。

 

 
 

 

未

央

、

入

口

の

近

く

に

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

奥

か

ら

段

ボ

ー

ル

を

抱

え

て

歩

い

て

く

る

。

未

央

の

前

に

置

く

と

ふ

た

を

開

け

る

。

 

 
 

 

段

ボ

ー

ル

の

中

に

、

女

性

ア

イ

ド

ル

の

グ

ッ

 

ズ

が

大

量

に

入

っ

て

い

る

。

 

石

梨

先

生

「

あ

な

た

の

先

輩

の

グ

ッ

ズ

。

好

き

な

物

 

を

持

っ

て

い

っ

て

い

い

わ

よ

」

 

未

央

「

大

丈

夫

で

す

か

？

頂

き

物

で

す

よ

ね

？

」

 

石

梨

先

生

「

同

じ

物

が

た

く

さ

ん

あ

る

か

ら

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

鼻

を

押

さ

え

な

が

ら

笑

う

。

 

 
 

 

未

央

、

膝

を

つ

く

と

段

ボ

ー

ル

の

中

身

を

確

か

め

る

。

ボ

ー

ル

ペ

ン

や

ノ

ー

ト

を

取

り

出

す

と

横

に

置

く

。

 

石

梨

先

生

「

未

央

が

使

わ

な

く

て

も

、

学

校

の

男

子

 

に

プ

レ

ゼ

ン

ト

し

た

ら

喜

ば

れ

る

か

も

よ

？

」

 

未

央

「

渡

す

相

手

が

い

な

い

し

、

勘

違

い

さ

れ

た

く

 

な

い

の

で

」

 

 
 

 

未

央

、

石

梨

先

生

か

ら

目

を

逸

ら

す

。
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石

梨

先

生

、

苦

笑

す

る

。

 

 
 

 

未

央

、

段

ボ

ー

ル

の

底

か

ら

ポ

ス

タ

ー

を

一

枚

取

り

出

す

。

開

い

て

眺

め

る

と

た

め

息

を

吐

く

。
 

 
 

 

ポ

ス

タ

ー

に

は

笑

顔

の

女

性

が

写

っ

て

い

る

。

 

未

央

「

愛

ち

ゃ

ん

―
―

―

、

大

ス

タ

ー

に

な

り

ま

し

た

ね

」

 

石

梨

先

生

「

ま

あ

、

彼

女

は

別

格

だ

っ

た

か

ら

。」 

石

梨

先

生

、

得

意

気

な

顔

で

未

央

を

見

る

。

 

未

央

、

小

さ

く

息

を

吸

い

込

む

。

石

梨

先

生

を

見

る

。

 

未

央

「

先

生

は

、

私

が

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

に

合

格

す

る

と

思

っ

て

い

ま

す

か

？

」

 

石

梨

先

生

「

そ

れ

は

分

か

ら

な

い

け

ど

、

先

生

は

本

 

気

を

出

し

た

未

央

が

、

何

処

ま

で

行

け

る

か

楽

し

 

み

だ

ね

」

 

 
 

 

石

梨

先

生

、

段

ボ

ー

ル

を

持

っ

て

立

ち

上

が

 

る

。

 

未

央

、

苦

笑

す

る

。

顔

を

上

に

向

け

る

。

 

石

梨

先

生

、

倉

庫

を

出

て

い

く

。
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未

央

「

タ

イ

ミ

ン

グ

が

悪

い

―
―

―

」

 

 
 

 

未

央

、

た

め

息

を

吐

く

。

倉

庫

の

電

気

を

消

す

。
 

 

〇

南

台

中

学

校

・

３

年

生

の

教

室

前

の

廊

下

（

朝

）

 

廊

下

に

は

誰

も

い

な

い

。

 

窓

は

全

て

閉

ま

っ

て

い

る

。

 

階

段

の

近

く

に

赤

い

カ

ラ

ー

コ

ー

ン

が

置

か

れ

て

い

て

、

「

テ

ス

ト

中

。

お

静

か

に

」

と

書

か

れ

た

紙

が

貼

ら

れ

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｃ

組

の

教

室

（

朝

）

 

座

席

は

始

業

式

の

時

と

同

じ

。

 

教

室

は

静

か

。

生

徒

た

ち

は

緊

張

し

た

表

情

 

で

座

っ

て

い

る

。

 

木

橋

先

生

が

テ

ス

ト

用

紙

を

配

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

翼

、

テ

ス

ト

用

紙

を

後

ろ

の

席

に

座

っ

て

い

る

未

央

に

回

す

。

渡

す

時

に

微

笑

す

る

。

 

 
 

 

未

央

、

受

け

取

る

と

微

笑

む

。

 

 
 

 

木

橋

先

生

、

教

卓

の

前

に

立

つ

。

周

囲

を

見
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渡

し

て

か

ら

腕

時

計

を

見

る

。

 

木

橋

先

生

「

は

い

、

テ

ス

ト

開

始

」

 

 
 

 

生

徒

た

ち

が

一

斉

に

テ

ス

ト

を

始

め

る

。

 

 
 

 

未

央

、

ペ

ン

を

持

つ

手

を

止

め

る

。

顔

を

上

げ

て

翼

の

背

中

を

見

つ

め

る

。

 

未

央

Ｍ

「

１

年

間

だ

け

の

暇

つ

ぶ

し

の

相

手

。

最

初

 

の

頃

は

翼

の

こ

と

を

そ

う

見

て

い

た

。

だ

け

ど

、

 

楽

し

み

が

全

く

無

か

っ

た

学

校

生

活

が

、

少

し

は

 

面

白

く

な

り

そ

う

だ

っ

た

か

ら

、

私

は

ワ

ク

ワ

ク

 

し

て

い

た

」

 

 
 

 

未

央

、

小

さ

く

深

呼

吸

を

す

る

。

顔

を

下

に

向

け

て

テ

ス

ト

を

続

け

る

。

 

 

〇

同

・

３

年

Ｂ

組

の

教

室

（

朝

）

 

 
 

 

生

徒

た

ち

が

黙

々

と

テ

ス

ト

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

 

 
 

 

先

生

が

教

室

の

中

を

見

回

り

、

森

田

の

横

を

通

り

過

ぎ

る

。

 

 
 

 

森

田

、

テ

ス

ト

用

紙

を

両

手

で

強

く

握

っ

て

い

る

。

身

体

が

小

刻

み

に

震

え

て

い

る

。
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森

田

「

ヤ

バ

い

、

詰

ん

だ

―
―

―

」

 

 
 

 

森

田

、

テ

ス

ト

用

紙

を

静

か

に

机

の

上

へ

置

く

。
 

（

続

）

 

   


